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自己決定を支えるもの～社会福祉援助の視点から～ 

吉備国際大学 社会科学部 経営社会学科  

准教授  中野明子 

I.社会福祉援助におけるインフォームドコンセント（説明と同意）に基づく自己決定 

１．歴史的背景 

（１）ノーマライゼーションとは 

（２）1959年法（デンマーク）…知的障害者のケアの法律 

（３）大型入所施設の解体 

（４）「自己認識とそれに基づく自己決定」 

①障害の自己認識とは 

②１９９０年知的障害者の世界大会 

知的障害を持っていることを自分で認めよう。知的障害を持っているからこそ、

それを補う、さまざまな援助を要求しよう。私たちには自分のことを決める権利

があり、社会はそれを認めた上で援助してほしい。     

（５）援助者主体から利用者主体へ 

①欧米 1990年 国民保健サービス及び新コミュニテイケア法（イギリス）など 

②日本 1993年 障害者対策に対する新長期計画 

2000年 社会福祉法の改正 

（６）利用者主体の福祉サービスヘの夢と戸惑い 

２．福祉分野におけるインフォームド・コンセントに基づく自己決定への援助 

（１）インフォームド・コンセントの誕生 

（２）ニュールンベルク綱領 

（３）福祉サービスにおけるインフォームド・コンセントの応用、その留意点 

 

Ⅱ．障害のある人の自己認識、自己受容、それに対する共感的理解 

１．人権との関わりからみる自己決定 

        （１）基本的人権の基礎 

２．自己決定の前提にある自由とは 

（１）フランクル「諸条件への自由」 

３．自己受容をする勇気をもちうるために必要なもの 

（１）共感的理解 

（２）ケアの語源（ギリシャ語）カーラー 
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